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経済の概況

本市の人口は約4 5万を有し、北九州市、福岡市につぐ九州第3位の都市である。この人口も今後本市の都

前集積の結果、昭和60年には60万となり、県内におけるウエイトも45年の25%よ0 35%になると予

測されている。

本市をとりまく経済環境も着々整備されつつある。即ち昭和4 6年4月は高遊原に新無本空港がオ-ブ-/し

東京.大阪など主要都市との時間距離が短縮され.同年7月は九州縦貫高速道路の熊本・植木間が開通した。

これは九州横断道臥鹿児島本線の電化複線化の整備と相侯ち、本市が九州の位置的中心という諸条件により

今後九州における交通拠点としての性格を強めるものと思われる。

東に現在調査が行なわれている国鉄新幹線の熊本までの延長、熊本新港の建設は今まで脆弱であった本市経

済基盤を飛躍的にたかめる要因である。

我国経済成長に伴う技術草私　流通革命、情報化時代を迎え.地域構造の変化に対応するため、本市は4 5

年1 0月流通業務都市の指定を受け、 4 6年4月商業近代化都市の指定を受けた。これは本市商業の1 0年後

のビジョンを策定するものであるO　この中において熊本駅軌　中心街.唐人町の再開発問題、流通センターの

建設等本市が当面する問題点の解明が行なわれる予定である。

本市の従業員の就業構造をみると、製造業において3 0 0人以下が9 9%、商業において5 0人以下が9 7

%を占め、中小企業の都市である。

又本市の産業構造を産業別市民所得(昭和4 2年市民所得推計)の構成からみると、第1次産業が2.3%、

第2次産業2 2.9%.第3次産業7 4.8%である。また産業別就業人口構成は6.6%、 23.6%、 6 9.8%で

ある。

これらの統計が示す通り第3次産業のウエイトが特に高く商業.サービス業を中心とした消費型都市という

ことができよう。
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2　商　業

(1)業種別商店数・従業者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 4年度)

業 種

商 店 数

商 店 数 増 加 率 構 成 比 従 業 者 数

合 計 1 0,6 7 4

(% )

6 .0

(形) LU

8 1,2 5 4

卸 小 売 業 計 8,3 2 6 3.5 - 5 0 ,2 6 9

卸 売 業 計

一 般 卸 売 業

1,4 7 7

1 ,4 9 7

6.0

6 .0

3 .6

1 0 0

1 9 ,1 6 4

1 9 ,1 6 4

各 種 商 品 卸 売 業 1 0 ∫.

繊 維 ntni 2 9 2.0 こr

衣 服身の まわ り品 卸 売業 1 6 5 △ 1.3 l l.2 1,7 2 3

農 畜産物、 水産 物 卸 売業 2 3 0 7.0 1 5 .5 2 ,8 0 9

食 料 . 飲 料 卸 売 業 2 3 4 1 3.6 1 5一8 2 ,7 9 8

医 薬 品 .化 粧 品 卸 売業 7 5 5 0 .0 5 .1 1,8 8 3

化 学 製 品 卸 売 業 4 4 △ 4.3 3.0 4 3 ti

鉱 物 . 金 属 卸 売 業 4 1 △4.7 2 .S li 9 3

枚 械 器 具 卸 売 業 2 7 4 5.4 1 8.6 4,4 5 9

建 築 材 料 卸 1売 業 1 4 6 9.8 9 9 1 ,4 3 9

家具 .建具 .じゆう器卸売業 7 0 1 2 .9 4 .7 5 8 7

再 生 資 源 卸 売 業 3 7 4 2.3 2.5 2 0 7

そ の 他 の 卸 売 業 1 3 1 ∠ゝ 5.8 8.9

1 0 0

0 .2

1 ,6 9 9

代 理 商 . 仲 立 業

小 売 業 計

各 種 商 品 小 売 業

6,8 4 9

1 6

3.0

△ 5一9 2,6 6 1

織物.畢服.身のまわ り晶小売業 8 1 0 4 .8 l l.{ 4 ,7 9 9

飲 食 料 品 小 売 業 3 ,4 3 0 △ 2.6 5 0.1 9 ,8 6 6

自動車 .自転車 .荷車等小売業 2 9 4 2 0 .5 4.3 3 ,6 0 7

家具 .建具 .じゆう器小売業 6 3 2 8.8 9 .2 2 ,9 1 1

そ の 他 の 小 売 業

飲 食 店

1 ,6 6 7

2 ,3 4 8

1 0.3

1 5.9

2 4.3 7,2 0 1

1 0 ,6 7 3
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Ca　業種別・規模別従業者数
(昭和44年度)

業 種 計 1 ～ 3 ~ l5 ～ l o ′一 2 0 - 3 0 ~ 5 0 ~ 1 0 0 A

2 A 4 人 9 人 1 9 人 2 9 人 4 9 人 9 9 人 以 上

合 計 5 0,2 0 9 6 ,9 4 6 5 ,7 9 7 7,9 7 2 7 ,5 6 6 4,0 0 9 4 ,3 9 1 4,6 1 0 8 .9 1 8

卸 売 業 計

一 般 卸 売 業

1 9 ,1 6 4

1 9,1 6 4

、r

3 0 3

3 8 2

3 8 2

1,0 8 5

1,0 8 5

2,8 7 8

2 ,8 7 8

5 1

3 ,8 2 8

3 ,8 2 8

2,2 9 2

2,2 9 2

4 4

2,7 1 1

2,7 1 1

1 0 3

2,1 6 5

2,1 6 5

3,8 2 3

3 ,8 2 3

各種商品卸売業 - - - - Lr

繊 維 品 卸 売業 1 0 1 8 1 1 1 6 9 -

衣 服 . 身 の ま

わ り晶 卸 売業
1,7 2 3 3 8 1 4 3 3 7 6 4 8 9 1 2 0 3 5 3 1 0 1

景 品 晶 窒
2,8 0 9 1 0 4 2 0 6 3 6 4 3 6 1 2 5 6 1 9 7 3 9 4 9 2 7

食粋 飲料卸売業 2,7 9 8 6 5 1 7 7 3 8 4 6 3 2 3 7 8 5 8 2 2 3 3 3 4 7

医 薬 品 . 化 粧

品 . 卸 売 業
1,8 8 3 9 6 1 9 4 1 9 4 1 6 3 2 5 8 4 9 5

1 0 3

6 0 9

化 学 製 品

卸 売 業 4 3 6 5 2 9 ] 2 3 1 1 5 1 3 1 3 0 -

鉱 物 . 金 属

材 料 卸 売 業 6 9 3 1 0 I 1 4 5 1 6 3 1 7 5 1 8 6 -

機械 器具卸売業 4,4 5 9 3 7 1 4 8 6 0 1 8 7 7 4 2 9 8 0 4 3 2 5 1,2 3 8

建築 脚 坑業 1,4 3 9 4 7 9 2 3 2 8 3 3 6 2 3 1 1 6 6 1 3 9 1 0 0

家 具 .建 具

I'i4<う器卸 髄
5 8 7 1 7 6 1 1 5 4 1 4 3 1 0 9 1 0 3

2 8 2 5 1

-

再生資源卸売業 2 0 ' 1 9 4 0 6 0 3 9 1 9 -

そ o ltko 紙 業 1 ,6 9 9

3 1,0 4 5

2 ,6 6 1

2 1

6 ,5 6 4

1 0

9 9

4 ,7 1 2

2 9 8 3 K S

3 ,7 3 8

2 0 4 3 7 3

t代 理商 .仲 立業

小 売 業 計

各種商品小元菓

5 ,0 9 4

5

1,7 1 7 1,6 8 0

3 0 1

2,4 4 5

3 7 8

5 ,0 9 5

2,2 6 8

織 物 ..衣服 .身

のまわり品小売業
4,7 9 9 6 1 2 6 0 8 8 4 3 8 9 1 fi 4 0 6 9 4 2 1 0

祭 食 ㌔ 垂
9 ,8 6 6 3 ,5 6 8 2 ,5 1 7 1,8 8 6 8 5 8 1 6 0 4 0 8 2 1 0 2 2 9

篇 艶 ./J学報
3,6 0 7 2 6 7 1 3 3 2 1 4 1 9 6 7 8 1 1 3 3 7 1 2 ,2 3 5

家具 .建 具 . じ

ゆ う器 小 売 業
2 ,9 1 1 5 7 2 4 5 9 li 1 4 3 7 4 1 7 0 3 5 1 2 1 8 1 5 3

そ の他 D 小売業 7,2 0 1 1 ,5 3 5 9 9 5 1,5 3 2 1,4 1 9 6 6 9 5 0 5 4 4
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3.　工　業

(1)事業所数・従業者数・製造品出荷額等

事　業　所　数

田fM&sm

従　　蝣I Ml 製造品出荷額等

昭和43年 昭和44年 昭和43　年 昭和44年 昭和43年 昭和44年

総　　　　　　　数

食　料　品製造業

鼓　維　工　業

衣服、その他の
蝕縫製品製造業
木材.木製品製造業

家具、装備品製造業

一・*　A　イ・紙

紙加工品製造業

出版・印刷・同関連産業

化　　学　工　業

石油・百KUffi.態這菓

ゴム製品製造業

皮革・同製品製造業

窯業・土石製品製造業

鉄　　　鍋　　　業

非鉄金属製造業

金属製品製造業

一般債械器具製造業

電気故械器具製造業

輸送機輸懲告具製造業

精密機械器具製造業

その他の製造業

1350 10D 1,415 100 104*　24,468　100　25257 100　1032　6.472,716　100　7,554,924　100　116.7
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切　規模別事業所数・従業者数・製造品出荷額等

規 模

事 業 所 数 従 . 業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等

昭 和

4 3 年
実 数

叫 ffl 4 4 対 前

年 比

昭 和

4 3年

^ サ

昭 和 4 4 年 対 前

年 比

昭 和

4 3 年

実 数

昭 和 4 4 年 対 前

年 比
実 数 構 成 比 実 数 構 成 比 実 数 構 成 比

総 数 1 ,3 5 0 ,4 1 5

O/ ら %

0 4 .8

人

2 5 ,2 5 7

% % 万 円 万 円 ら/
/

Oj 0

1 0 0 2 4 ,4 6 8 1 0 u 1 0 3 .2 6 ,4 7 2 ,7 1 6 7 ,5 5 4 ,9 2 4 1 0 0 1 6 .7

3 人 以 下 . 3 9 O 4 0 6 2 8 .7 1 0 4 .1 8 3 7 8 7 8 3 .5 1 0 4 .8 8 0 ,2 3 7 9 1 ,2 1 7 1 .2 1 1 3 .6

4人 ～ 9 人 5 1 2 5 6 1 3 9 .7 1 0 9 .5 3 .1 1 5 3 ,4 0 5 1 3 .5 1 0 9 .3 4 4 4 ,9 4 1 5 8 7 ,3 5 1 7 .8 1 3 2 .0

1 0 人 ～ 1 9 人 2 2 9 i 2 1 1 5 . 7 9 6 .5 3 .2 7 0 3 ,1 1 8 1 2 .3 9 5 .3 6 8 0 ,5 3 9 8 2 6 ,5 6 5 1 0 .9 1 2 1 .4

2 0 人 ～ 2 9 人 7 5 9 1 6 .4 1 2 1 .3 1 ,8 1 1 2 ,2 1 7 8 .8 1 2 2 .4 4 6 5 8 8 3 6 9 1 ,0 0 4 9 .1 1 4 8 .3

3 0 人 ～ 4 9 人 4 7 6 0 4 ,2 1 2 7 .6 1 ,5 8 2 2 ,2 8 7 9 .1 1 4 4 5 4 3 6 ,3 8 1 6 6 8 ,4 5 7 8 .8 1 5 3 .1

5 0 人 ～ 9 9 人 6 5 4 3 3 .0 6 6一1 3 .9 4 4 2 ,9 2 3 l l .6 7 4 .1 1 ,1 8 0 ,7 3 9 1 ,0 3 8 ,0 1 8 1 3 .7 8 7 .9

1 0 0 人 ~ 1 9 9 人 1 9 2 0 1 .4 1 0 5 .2 2 ,5 1 8 2 ,6 5 6 1 0 .5 1 0 5 .4 1 ,2 1 6 ,4 0 7 1 .4 .6 9 .3 3 5 1 9 .5 1 2 0 .7

2 0 0 人 ~ 2 9 9 人 4 4 0 .3 1 0 0 1 ,0 3 6 1 ,0 2 1 4 .0 8 3 .2 1 3 3 .0 9 9 1 5 3 .6 9 7 2 .1 1 1 5 .4

3 0 0 A ~ 4 9 9 A 4 3 0 .2 7 5 .0 1 ,4 2 5 1 ,1 8 6 4 .7 8 3 .2 4 6 7 ,8 6 7 3 8 4 ,8 5 6 5 .1 8 2 .2

5 0 0 人 以 上 5 6 0 .4 1 2 0 .0 4 ,9 3 0 5 ,5 6 6 ! 2 2 .0 1 1 2 .9 1 ,3 6 6 ,6 2 3 1 ,6 4 4 ,4 2 4 2 1 .8 1 2 0 .3
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監　mm知mm

種 別 地 域 名 面 積 備 考

工業地帯 十禅寺ー日吉、川尻 437 ha うち通産省指定 12 4ha

準工業地帯

南無太、田迎一帯

蓮台寺

高野辺田、田崎

薄場橋

上無本

健軍

273

57

52

2 1

136

115

うち通産省指定 66

合 計 1,091 通産省指定計 1 90

拘　地場企業振興対策

4 3年度から「中小企業指導委員」制

度を設け,指導委員として、大学教授,

経営コンサルタント等を充て、企業診断.

経営セミナー、講演会、情報収集等を実

施している。

また、本年度において「中小企業振興

助成条例」を制定し,助成金、補助金等

を交付することにより地場企業の組織化.

高度化、近代化の促進に努めている。

鱒　鉄工団地

中小企業近代化の一環として,市内に

散在していた1 7企業が,昭和4 0年度

に通産省の許可を受け、工場等集団化事

業を推進,昭和4 2年度に完成,県下唯

中小企業振興助成　　　　(昭4 5.4.1施行)

助成の種類 助成 対 象 助成 措 置

事業助成金

中小企業団体のうち
市長の認めるものを
組織したとき

5 v;m n 内

高度化施設等
盈 以内

(ただし3 0 0 万円まで )

利子補助金 近代化設備
金融後閑からの融資の

融資残額の ]+ 0 以内

融 資 の
あ っせ ん

近代化設備
高度化施設等
福利厚牛施設

融資のあっせん

便宜の供与

中小企業団体のうち 用地のあっせん
市長の認めるものを 労働力の確保
組織したとき 道路等の整備
近代化設備 情報、資料の提供
高度化施設等 その他

-の鉄工団地として、建築、農林,水産,設備器具関係等,種々の特色ある金属製晶の製造又は金属加工

を行なっている。

組合概要

名　　　　　称

所　　在　　地

代　　表　　者

設立年月　日

組合員総資本金

出資金絵額

年間生産額

敷　地　面　積

建　物　面　積

従　業　員　数

加入企業数

熊本総合鉄工団地協同組合

熊本市長蜂町233 1番地

理事長　　塚本久夫

昭和39年10月27日

4,915万円

857万円

20億円

74,363irf

18,518m2

960人

17企業

陶　協同施設

鉄工団地加入企業による協同施設として同団地内に金型工場が設置された。

名　　　　　称

所　　在　　地

従　業　者　数

工　事　着　工

了
費
始

完
事
開

事
　
　
業

工
　
工
操

無本給合鉄工民地協同組合金型工場

無本市長峰町23 3 1番地

22人

昭和45年　6月　1日

昭和45年12月31日

73,956千円

昭和46年　1月　7日
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4　中小企業金融対策

(1)中小企業金融制度一覧

制 度 名 目 的 対 象 使 途

小 口 資 金 融 資

市内中小零細企業者の小
市内に 1 年以上引続き

事務所店舗工場を有す
運 転 資 金

設 備 資 金

ロ資金の融資を円滑にし
る小規模事業者 (資本

金、または出資総額が

その経営ゥ質的向上をは

かる

10 0万円以下の会社も
しくは個人で常時使用
する従業員が20人以下

の企業者)

無 抱 保 . 無

本市における事業規模の

零細な 「小企業者」に対

ll市内で同一事業を 1
年以上経営 してVllる

こと
2.従業員が 5人 (商業 運 転 資 金

設 備 賓 金

する小口資金融資の円滑 サービス業は 2 人)

保 証 人 融 資 化を図るため無担保無保
以下であること
3.現在保証協会の保証

証人による融資を行なう 付の借入金がないこ

ことを目的とする
と
4.市民税の所得割を完
納 していること

小規模事業振興資金

市内中小企業者に簡易低
市内で同.一事業を 1年
以上経営する中′J、企業

運 転 資 金

設 備 資 金

利を事業資金の融資を行 者 (資本金または出資
なVI>、その自主的経済括 の総額が 2 00万円以下

動を促進し、企業の安定 で、常時使用する従業

を図る 員が2 0人以下の法人ま

たは個人)

中 小 企 業 設 備

市内中小企業者が、その
経営の合理化 と設備の近
代化を図るため必要な設

市内で同一事業を 1年

以上経営す る中小企業

者 (資本の叡または出
資の額が 5,000 万円以

設 備 資 金

近 代 化 融 資 備資金を融資す ることに

よ9 、本市中小企業の振
(土地.を除 く)

興に寄与する 下の法人または個人)

中 小 企 業 高 度 化

市内中小企業協同組合及

びその組合員の設備近代

化並びに高変化事業な行

事業払同組合

商店街振興組合
設 備 資 金

資 金 融 資 なうために、長期低利の

資金を融資 して中小企業

の近代化を図る

孝二寛衛生同業組合

およびそのプ阻会員

近 代 化 資 金 融 資

市内に事務所を有す る中
小企業団体の共用施設ま 商店街振興組合

設 備 資 金
たは共用施設の設置に必
要な資金を貸付け ること

中小企業等協同組合

にようて中4、企業の近代

化の促進に寄与す る

蒙境衛生同業組合

中 元 . 年 末
市内中小企業者の中元 .

年末時期の資金需要に対
市内で同一事業を 1年

以上経営する中4、企業

者

嬉期 運 転 資金
資 金. 融 資 する金融を円滑にし、そ

の育成振興を図る
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貸 付 限 度 貸 付 利 率 貸 付 期 間 保 証 料 実 施 時 期 取扱金融機関

1企業 1 ロ

1 0 0 万円以内

2 0 カ月

年利
8.7 5 *

3 0 カ月

年利
9.O o 醇

2 0 カ月
または
3 0 カ月

年 率

0.7 2 ォ
常 . 時 肥 後 銀 行

1 件につき

3 0 万円以内

2 0 カ月
年利

8.7 5 *

3 0 カ月
年利

9.0 0 *

2 0 カ月
または
3 0 カ月

年 率

0.8 4 %
常 .時 肥 後 銀. 行

1企業 1 ロ

2 0 0 万円以内

年 利

8.7 5 96
2 0 カ月

年 率

0.9 6 ォ
常 時

肥 後 銀 行

肥 後 相 互 銀 行
熊 本 相 互 銀 行
熊 本 信 用 金 庫
熊本第 1信用金庫

1 0 0万円以内 年 利 3 年以内 年 率

0.9 6 *

このうち一
部を市が補
助する

常 時 肥

ただし、特に指
定する機械、従
業員宿舎につい

8.0 0 $

3年以上

指定機械及び
従業員宿舎は

5 年以内
ては 3 0 0 万円

以内

年利

8.2 5 酵

( 雷票 間 )

.設備近代化資金

3 0 0万円以内

集団化資金

1,0 00万円以内

組合

年利 8.1 0 車

組合員

集団化資金

1 0 年以内

( 雷雲M rt

共同化資金
近代化資金

な し 常 時 商 工 中 金

共同化資金

5 0 0万円以内

年利 8.3 0 多 5 年以内

( 讐 漂票 )

20 0 万円以内

ただし、.設備費

ゐ 1/ 2

無 利 子 5 年以内 な し 常 時 市 直 貸

1件につき 年利

4 カ 月
年 率

中元 市 内各 相互 銀行

1 0 0 万円以内 9.0 0 酵以内 6 月～ 9月 .市内各 信 用金庫
商 工 中 金

商工中金 保証付の場合 1.0 8 5* 年末 商 銀 信 用 組 合

5 0 0万円以内 年利 8.7 5 酵以内 i o 月" 1 月 総合食品信用組合
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GZ)融資状況

区 分

制 度 名

4 4 年 度 4 5 年 度

ft n 金 額 件 数 金 額

4 、 口 資 金 融 資 2 5 3
9 8 ,7 1 0千円

3 1 4
1 6 6 , 1 8 0;f P 3

無 担 保 . 無 保 証 人 融 資
- - -.・.・.. .- .

小 規 模 事 業 振 興 資 金 融 資 1 2 6 7 3 ,3 書l3 6 3 6 4 ,0 0 0

中 小 企 業 設 備 近 代 化 融 資 1 6 2 2 ,1 0 0 1 0 1 6 ,0 0 0

中 小 企 業 高 度 化 資 金 融 資 0 a 1 1 0 ,0 0 0

近 代 化 資 金 融 資 0 0 0 0

中 元 . 年 末 資 金 融 資 9 2 0 6 5 8 ,8 1 2 1 ,0 5 1 7 2 3 ,8 7 5

計 1 ,3 1 5 8 5 2 ,9 5 2 1 ,4 3 9 9 8 0 ,0 5 5

(荏)無祖保・無保証人融資制慶は、昭4 6.5.1より発足

^m?> a mm

(1)新規学卒に関する指標(男女計)　　　　　　　　　　　　　　　(*位　千人)

区 分
4 5 年

3 月 卒

4 6 年

3 月 卒

芸 娼

(見 込 )

増 滅 増 滅 率 ( 摩 )

4 5 .3

-〉4 6 .3

4 6 .3

′~ 4 7 .3

4 6 .3 .4 5 .3 4 7. 3 ,-4 6 .3

. 中

学

A 卒 業 者 3 8 .3 3 6 .6 3 4 .8 ∠ゝ 1 .7 ∠ゝ 1 .8 ∠ゝ 4 .4 ∠ゝ 4 .9

B 進 学 者 2 8 .0 2 7 .7 2 7 . 1 ∠ゝ 0 .3 ∠ゝ 0 .6 ∠ゝ 1 .1 ∠ゝ 2 l2

0 新 規労働 可 能 人 口 1 2 .0 1 0 .8 9 .6 ∠ゝ 1 .2 ∠ゝ 1 .2 ∠ゝ 1 0 .0 ∠ゝ 1 1 .1

I) 就 職 者 9 .4 8 .4 7 .4 ∠ゝ 1 .0 ∠ゝ 1 .0 ∠ゝ 1 0 .6 ∠ゝ 1 1 .9

a 県 内 就 職 4 .3 4 .1 3 .8 ∠ゝ 0 .2 ∠ゝ 0 .3 ∠ゝ 4 .5 ∠ゝ 7 .a

b 襲 用 就 職 8 -8 8 .0 7 .2 ^ 0 .8 ∠ゝ 0一8 ∠ゝ 9 .1 ∠ゝ 1 0 .0

E 進 学 率 豊 (A
7 3 .0 7 5 .5 7 7 .8 2 .5 2 .3

F 全 就 職 奉 書 (〟)
2 4 .6 2 2 .9 2 1 .3 ∠ゝ 1 .7 ∠ゝ 1 .6

G 就 職 率 CD (〟)
7 8 .5 7 7 . 9 7 6 .9 ∠ゝ 0 .6 ∠ゝ 1 .0

H 県 内 就 職 率 B (〟) 4 5 .9 4 8 .8 5 1 .8 2 .9 3 .0

高

校

A 卒 業 者 2 7 . 6 2 6 .1 2 5 .6 ∠ゝ 1 .5 ∠ゝ 0 .5 ∠ゝ 5 .4 ∠ゝ 1 .9

B 進 学 者 5 .8 5 .6 5 .7 ∠ゝ 0 .2 0 .1 ∠ゝ 3 .4 ^ 1.8

0 新 規 労働 可 能人 口 2 2 .2 2 1 .0 2 0 .5 ∠ゝ 1 .2 ノ△ 0 .5 ∠ゝ 5 .4 ∠ゝ 2 .4

I ) 就 職 者
1 7. 7 1 7 .0 1 6 .9 ∠ゝ 0 .7 ∠ゝ 0 .1 ∠ゝ 4 .0 ∠ゝ 0 .6
( 0 .8 ) ( 0 .8 ) ( 0 .7 ) ( 0 ) (△ 0 .1 ) ( - ) (△ 1 2 .5 )

a 県 . 内 就 職 9 .1 8 .8 8 .8 ∠ゝ 0 .3 0 ∠ゝ 3 .4
-

b 雇 用 就 職 1 5 .9 1 5 .4 1 5 .5 ∠ゝ 0 . 5 0 . 1 ∠ゝ 3 .1 0 .6

E 進 学 率 要 約
2 0 .9 2 1 .5 2 2 .1 0 .6 0 .6

F 全 就 職 率 宝 (" )
6 4 .1 6 5 .1 6 6 .0 1 .0 0 .9

G 就 職 率 ォ w 7 9 .6 8 0 .9 8 2 .2 1 .3 1 .3

) I '̂ ;,t 虫 も も (" ) 5 1 .2 5 1 .7 5 2 .2 0 .5 0 .5

(注) 1.学校基本調査ベース

2. ( )内は定時制高卒で在学中からの継続就職者、就職の内数
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恩　5U活Uilfflii

ア　熊本県産業開発求人対策協議会

設　　立　　昭和39年8月

目　　的　年々深刻化する県外企業の求人攻勢に対処するため、県内中,]企業者が団結し、若年労働力

を確保するため強力な求人情動を全県に展開し、もって県内産業の開発を促進する。

組　級　建設業下請業種6団体及び個人3企業により組織

活動状況　　県内各職業安定所を訪問し、参加企業の各職種P R活動、並びに求人状況、就職者の近況等

説明、又各構成企業の初任給のアップ、従業員宿舎等、福利畢生施設の充実に努めるととも

に、就職後は「熊本市事業内高等職業訓練校」に自動的に入校、職業訓練を実施し、技能の

L,ベJL,アップを図る等、労働条件の向上、定着を組親的に推進しているo

イ　熊本雇用対策協議会

設　　立　　昭和44年3月

目　　的　　職業安定期間と緊密な連絡を保ち、産業界の必要とする労働力の確保と安定を図9、地域経

済の発展に寄与することを目的とする。

ffl.　m

普通会員　　この会の趣旨に賛同して加入申込のあった熊本公共職業安定所管内に所在する事業所及び

企業別団体

特別会員　　熊本市・益城町・菊陽町並びに熊本商工会議所・黛本県中小企業団体中央会

活動状況

新規中学卒業者の確保

県内安定所訪問

産業事情視察協力

求人者.中学校との懇話会協力

学卒求人についての説明会

新規就職者の合同受入式

就職者数励慰安会

勤労青少年の定着及び福祉対策

職業安定機関との連絡の強化

鱒　職業訓練

本市における求人対策、若年労働力の確保および技能者養成を目的として?昭和3 9年度に建設業、製造

業の1 0団体訓練生5 0 0人を対象として,熊本市工芸指導所内に熊本市事業内共同職業訓練所を建設、多

大の成果を収めてきたO　しかし、その後訓練生の増加によD、教皇実習室の不足をきたしたため、昭和4 4

年度に熊本市工芸指導所を廃止し、同敷地内に国および県の補助を受け,高等職業訓練施設を建設したo
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名　　　　　称

所　　在　　地

敷　地　面　鏡

建　物　面　積

建　設　年　月

建　　設　　費

構　　　　　造

職業訓練の運営

加　入　団　体

訓　練　生　数

熊本市事業内高等職業訓練陵

熊本市南熊本3丁目8番1 6号

2,437sw

延721*

昭和4 5年4月

28,765千円

鉄廟コンクリート2符建

施設の運営は、本虎設を利用して職業訓練を行なってVlる中小企業によって組

執された熊本両事業内高等職業訓練校運営委員会によって自主的に運営されて

レヽる。

12H体

44年度　848人

45年度　881人

46年度　783人

輔　勤労青少年ホーム

本市内の事業所に勤務する1 5オー2 5オまでの勤労青少年は約33,080人を数え、従来よりこれら若い人々

のための職場内外の福利厚生施設の整備充実が沸くさけばれてきたが、昭和4 5年度において本市中′j、企業

に働く青少年に余暇-I)善用として憩い,趣味、スポーツ、教養等の場を与え,地場産業への定着を図ると共

に,健全な育成と動労意欲の向上を期すべく県並びに関係団体の協力を得て動労青少年ホームを建設した。

設　置　主　体　　　熊本市

所　　在　　地　　　熊本市新屋敷1丁目1 8番1 3号

構　　　　　造　　　鉄筋コンクリート　3階建

面　　　　　積

着　　　　　工

完　　　　　成

建　　設　　費

冷暖房一施設

敷地面積　　8 51.70^

建築面積　　3 70.8 4が

延面積1,264.95m>

昭和45年9月12日

昭和46年3月31日

64,437千円

餌　移転就職着用住宅の設備推進

昭和4 5年4月1日よD本市は広域職業紹介送b出し地域指定除外が決定、名実ともに労働力の需要地化

した.今後若年労働力のみならず、中高年令層の有効活用を積極的に開拓する一方、その受入態勢の一環と

して区域外からの移転就職を容易にするため、熊本市に雇用促進事業団の移転就職者用住宅の設置を強力に

推進する。すでに昭和4 6年度までに、用地の確保を行なっている。
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所　在　地　　熊本市竜田町大字上立田字千方1,258番地

敷　地　両　横　　　7,639.95が

建物亨定面穣　　6,300.0 0^

建物予畠戸数　　4棟160戸

6.　消費者行政

本市の消費者行政は. 「消費者保護の強化」と「消費者教育の充実」を目標に、消費生活講座の充免消費

生活モニクー制度の強化、移動消費生活相談による地域浸透、更には消費生活学習グループの育成等にっとめ

て、よ9効果的な消費者行政をすすめる。

消費生活定期講 座

消費生活に関する基礎的な知識を習得するため閑静する0

年間を 3 期に分け、 1期 ( 4 カ月) を 1 2 講座で構成

定員6 0 名 (年間 1 8 0 名) とす る0

消費生活屯率←制度

選任方法

前年産本市主催の消費生活定期講座修了者の中か ら、年令、家族構成、地域

等勘案のうえ 4 0 名を選任する0

任 期

1 カ年

任 務

市が主催す る研修会、消費者懇談会等に出席 し 消費生活全般について意見、

要望ー苦情など提出す ると共にアンケー ト等 に回答す る0

かしこい消費生活展
消費者が正 しい商品知識と自主的な消費行動とをもつて、か しこh 豊か なくらし

を築 くため、第.3 匝= lかしこVl消費生活展」を県、婦人団体などと共催する0

苦情処理体制の強化

苦情処理窓口の充実

消費生活相談の感口をち釘ヒし、迅速適切な苦情処理を図るとと.もに、消費者

の声が関係業界や行政に反映するようにする0

苦情相談員の配置

消費生活相談業務に通じー苦情処理などの業務に適格友人を市が推せんし、

県知事が委嘱ー配置する0 広 く消費者の苦情を開きだ し、その処理等を県、

市に連絡するもので、曹晴処理の強化に役立て る (4 6 年度は 4 名委嘱)

7　競輪事業

(1)施　　設
所　　在　地　　熊本市水前寺5丁目23番1号

開　設　年　月　　昭和25年7月

敷　地　面　積　　40,000秒　競竜路1笥500n9卓立

駐　車　場　　　25,000が　(1,300台収容)

投　票　所　　投票所数　4　　窓口　329

払　戻　所　　払戻所数　3　　窓口　　96

観　覧　席　　収容人員　　(1殴:)　5,000人

(特席　　　200人

(立見)　4,800人



GB　競輪事業の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

区 分 軒 慶 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

開 催 回 数 1 2 1 2 l l 1 2 1 2

開 催 日 数 7 2 7 2 6 5 7 2 7 2

入 場 者 数 3 1 9 ,1 3 4 3 7 1 ,2 5 1 3 8 2 ,9 7 7 4 7 5,6 7 0 5 1 6,4 0 0

入 場 料 (普 通 席 ) 6,3 8 3 7 ,4 2 5 7,6 6 0 9,5 1 3 1 0,3 2 8

〟 . ( 特 別 席 ) 2 ,9 3 8 2 ,9 3 8 9 7 9 2 ,9 3 8 9 7 9

車 券 売 上 . 義 2 ,7 2 2 ,9 9 1 3 ,5 4 5,9 7 4 4,0 2 8,1 8 1 5,4 7 5,4 3 7 6,4 2 4,0 3 3

そ の 他 の 収 入 6 9 ,5 3 6 1 9 ,7 5 5 2 7 1,6 2 5 1 9 5,8 2 4 1 7,1 5 8

日本自転車振興会交付金 8 3 ,5 9 7 1 1 4,1 9 0 1 3 3,4 3 7 1 8 6,6 5、6 2 2 2 ,5 1 2

九州自転車競技会受付金 4 6,0 5 5 5 4,2 1 0 5 6,8 6 2 6 9 ,1 2 7 7 3,5 1 9

開 催 経 聾 2 ,2 2 0 ,3 6 4 2 ,8 8 1,7 9 3 3 ,3 9 6,8 4 5 4,4 2 6,8 9 5 5,4 2 3,6 5 0

純 益 2 6 9 ,0 0 0 4 3 7 ,1 0 1 5 3 7,0 0 0 7 2 6 ,3 0 0 8 0 2,0 0 0

縛　競輪事業収益金の使途
(単位　千円)

% * 土 木 関 係 住 宅 関 係

-

民 生 関 係 教 育 関 係 衛 生 関 係
災 害 復 旧

工 事 関 係
そ の 他 合 計

4 1 8 4.0.0.1

0

3 L 2 36,00 0

f>

13.4 56.83 5

f>

2L I 32.8 00

*

12.2 27.6 00

*

10.3 12.16 4

*

4,5 19.6 00

9

7.3 2 69.0 00

#

lo o

4 2 2 03,72 1 維 6 8 7.3 0 9 2 0.0 66,2 96 1'上 48.16 6 ll.0 1.2 09 0.3 30.40 0 7.0 4 37.10 1 10 0

4 3 2 2U 1 0 4 L2 94,7 6 2 17.6 87.53 2 16.3 125.9 46 23.5 7.65 0 1r4 5 37.00 0 lo o

4 4 27 L5 6 6 37.4 116,3 82 16.0 97.5 16 13.4 123,4 95 17、0 4I5 30.9 49 u 53.85 一 7.4 10 0

4 5 4 04,3 4 6 5 0.4 119.4 08 14.9 5 1.67 I 10.2 17.2 6,3 00 0.8 52.01 8 6.5 8 02.00 0 10 0

計 u w u 42.7 45 1 861 16.4 38 9,8 50 14.0 468.6 64 17.0 60.13 8 2.1 2.1 5.1 2.7 71.40 1 10 0

8.　市民会館

(1)施　設

所在地　熊本市桜町1番3号

敷地面積　6,659*

建物面積　4,408脚

建物面積　延9,015*

起　　工　昭和41年　4月1日

竣　工　昭和42年11月30日

落　成　昭和43年1月　6日

建設費　62,850万円

構　造

ホール棟　鉄筋コンク1)-ト造

地下1障、地上4階

会議棟　鉄筋コンクリート造

地下1階、地上2階

各階面積及び主要施設

階 別 ホ一ノレ棟 主 要 . 施 翠

地 階 6 58" オーケス トラピット、エアタクト

1 階 2A 33
舞台、客風 放送室、映写室、技術室、主催者控

室、ホワイエ、サンクンホワイ工. 売店、切符売場

中 2 階 10 6 中継室

2 階 1.0 60 客席ー照明室ーホワイエ、興煙所、便所

3 階 7 36 客席、照明室、興煙所、便所、倉庫

4 階 179 客席、センタI スポット室

障 別 会議 室. 主 要 施 設

地 階 857"
空気調和機械室、ボイラー室、バツテ>; - 室、変

電気室、保守管理室

1 階 12 47 ′
展示ロビーー控室も第10会議室(和室)、館長室、事務

食堂、浴室、便所、守衛室、宿直室、交換機室

2 階 15 50 大会議室、第 1会議室～第9 会議室、ロビー、倉庫

1部3階 185
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Ga　会館使用料及び収容人員

使 用 時 間 区 分

使 用 場 所

午 前 午 後 夜 間

収 容 人 員午 前 9 時 か ら 午 後 1 時 か ら 午 後 6 時 か ら

及 び 使 用 日 正 午 ま で 午 .後 5 時 ま で 午 後 1 0 時 ま で

大 ホ 平 日 1 0 ,0 0 0 円 2 0 ,0 0 0 円 2 5 ,0 0 0 円

固 定 席 1β2 6 席

- A - 士 、 日、 祝 日 1 2 ,0 0 0 2 4 ,0 0 0 3 0 ,0 0 0

大 会 平 日 2 ,0 0 0 4 ,0 0 0 5 ,0 0 0
移 動 席 5 0 0 人

議 室 土 、 日 、 祝 日 2,4 0 0 4 ,8 0 0 6 ,0 0 0

負

m

室

第 1 会 議 室 4 0 0 6 0 0 6 0 0 小 会議 室 2 0 人

第 2 〝 4 0 0 6 0 0 6 0 0 〝 〝

第 3 〝 4 0 0 6 0 0 6 0 0 〝 〝

第 4 〝 4 0 0 6 0 0 6 0 0 〝 〝

第 5 〝 4 0 0 6 0 0 6 0 0 〝 〝

第 6 〝 8 0 0 1 ,1 0 0 1 ,1 0 0 中 会議 室 4 0

〝 〝

小 会議 室 2 0

* 7 8 0 0 1, 1 0 0 1 ,1 0 0

m 8 4 0 0 6 0 0 6 0 0

第 9 〝 8 0 0 1, 1 0 0 1 ,1 0 0 中 会議 室 4 0

第 1 0 〝 8 0 0 1, 1 0 0 1 ,1 0 0 和 室 〝

餌　会館利用状況
(昭和4 5年度)

区

分
大 ホ ー ノレ 、 大 会 議 室

中 4 、会

議 室

展 示

ロビーヨ 楽
演 劇

演 芸

大 A
V の他 計 E] 楽

刺

、 ±ヒ
.コこく

会

示 計式 裏

会議 等

、 典

会議等
( l o 垂 )

4 1 9

1 4

2 9

1

4 8 9

1 9

4 3 2 2 5 6 5 0 2 5 0

5 1 2 2 3 5 0 1 3 2 9 8 ll + 6 1 4 7 1 5 2

6 1 9 1 3 9 2

8

4 3 4 2 2 1 3 1 3 5 2 4 6 1 3 1

7 2 6 5 9 4 0 2 0 1 9 3 1

3 6

3 7 3 5 7 0 3 5

8 2 4 2 1 4 4 8 l l 4 0 1 5 2 5 2 3 3 3

9 9 2 6 6 8 4 9 1 0 1 2 4 6 2 5 4 7 3 9

1 0 9 2 2 2 3 1 0 6 4 4 1 6 2 9 7 7 5 6 3 1 5 9

l l 2 8 1 5 2 5 4 7 2 1 2 2

7

2

3 3 8 1 8 7 3 5 4 7 5 3

1 2 2 3 1 2 3 . 4 4 2 1 9 1 5 2 1 5 5 1 2 8 8 2 9

1 1 4 1 2 7 3 3 6 5 5 4 0 3 6 0 4 3 3 4 1

2 l l 8 2 1 1 3 5 3 9 l l 3 9 1 0 6 9 4 7 5 4 1

3 2 5 1 4 7 3 4 9 8 3 2 1 2 l l 6 5 5 0 6 6 2

計 2 1 9 1 4 3 1 7 6 5 6 5 9 4 1 2 4 3 0 2 7 7 2 2 0 9 8 7 4 9 5, 9 5 4 5 2 5
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9　観　　光

(1)概　況

太市は熊太城、水前寺公園をはじめとする数多くの歴史的観光資源に加えて、夏目淑石によって「森の

都」と名づけられたように、緑ゆたかな美しい椅並みで毎年4 0 0万人を越える観光客を迎えている。

また、九州の中央に位し、東に阿蘇、酉に天草の二大国立公園を控え、九州国際観光ルートの要衝とし

て地理的好条件に恵まれている。

昭和3 9年には、九州横断道路が開通、引続き4 1年には天草五橋の完成と二大観光開発によって観光

客はますます増加、更に鹿児島本線の電化複線化、熊本新空港の開港並びに九州縦貫高速自動車道の一部

、P.叶r.'lミ**・''㌻・:I(-∴ :.L M'1.日十　蝣IfI、・/、川.']∴ h

一方.市の西方部に位置する金峰山一帯は、多くの史環に恵まれ、また明治百年記念国民の森.自然休

養林の指定もあって、今後の観光開発がまたれるところである。
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a,名所旧跡及び観光施設

ア　熊　本　城

加藤清正は、肥後入国( 1 5 8 8年)後すぐにも新城の必要を感じたものの朝鮮遠征や、開ケ原の戦

い等の内外事に追われその計画は実現しなかったo　しかし関ケ原の月数、のあと、小西行長と二分して覇

有していた肥後の国が清正一一・人の肯するところとなT)名実共に5 4万石の大名となったため、また島津

氏との対抗上からも新城の必要にせまられ、慶長6年( 1 6 0 1年)築奴に着手した。

築城にあたり清正は数々の実戦の経験を生かしたが.特に朝鮮の蔚山城の龍城による苦い縫験から、

城の各所にいろいろな苦心が払われている。

まず位置を茶目LLJの平野をのぞむ一端に選定し、平野にひろがる城下町をも城郭とする平山城の形式

とした.また防備の面では、清正石垣と呼ばれる堅固で特異の勾配を持った石垣をめぐらし、龍城を考

慮しての城内1 0数カ所の井戸、生木のままでも薪となる榎、桶の植臥　畳のしんに食糧となる芋の茎

を使うなど数々の配慮がみられるO　このようにして勤、れた熊太城は、当時周囲9キpに及び、櫓4 9

櫓門18、城門2 9を数えたと云われるが、惜しくも明治1 0年の西南の役でその大半を焼失した。

昭和35年9月1日、絵工費1億8千万円をもって、清正公の350年祭と市制7 0年を記念して見

事に天守閣の復元がなされた。また、宇土櫓他1 2の建造物は国の重要文化財に指定されている。

重要文化財

名 称 面 積 高 さ 長 さ 摘 要

宇 土 櫓

長 塀

田 子 櫓

七 軒 櫓

十 四 軒 櫓

nf
1,0 7 6 .3 2

5 0 .9 5

6 6 .0 7

1 6 2 .7 5

7n
1 9 .5

n

2 4 2 .8 4

地下 1 階. 地上 5 階、 3 層 5 階 (地下 3 .3 m )

平 屋

〟

′′

四 軒 櫓

源 之 進 櫓

東十八間 櫓

北十八聞櫓

五 間 櫓

平 櫓

監 物 櫓 .

.不 開 門

4 6 .3

1 0 7 .9 4

1 5 4 .0 4

2 3 2 .4 5

3 6 .3 6

1 2 2 1 1

1 4 1 2

5 6 .1

〟

〟

〟

′′

〟

〟

〟

〟

計 2,2 5 2 .5 9 1 9.5 2 4 2.8 4
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熊本城観覧料

入　園　料　　大　　人

小中学生

登　閣　料　　大　　人

中　学　生

小学生

利　用　状　況

円

　

円

　

円

　

円

　

円

o

 

o

 

o

 

o

 

o

i

n

 

c

o

 

n

団体割引、 3 0人以上2割引

(昭和4 5年度)

入　園　者　　1,518,985人　　金額　23,585,705　円

登　閣　者　　　　803,584人　　　　　32,456,797　円

計　56,042,502　円

イ　熊本動物園

県市民の社会教育、文化の向上を図る一環として、昭和4年、水前寺にある旧細川藩の庭園東側に隣

接して、動物園を開園した。

設置当時は市の郊外に位置し、教育施設として又行楽の場として最適であったが、市の東部発展に

伴な＼＼周辺に住宅等が密集し、畜舎の増改泉敷地の拡張等が極めて困難となった。

そこで江津湖畔の豊富な水資源を利用した異色の湖畔動物園を築造したが.昭和4 4年4月1日完成

を記念して開催した熊本動物大博覧会与も県内外より7 5万人の入園者があり好評を博した。

U'-I( !'・一ト~　　∴ --・ミ∴~i-<1 ∴ I.・卜'仙vサこ、;'.'・'V-v:iu! 、 ・∴、.汁._　ここ'・{.!;ド;h-.ilと　・・・・..lil'f-r'.一汁

会教育及び憩の場として親しまれている。

施　設　所在地　　　熊本市健軍町75番地

敷地面積　101,409m (約3万坪)

建物面積　延3,888戸(事務所、倉鼠動物舎等40舎)

飼育動物　晴乳類　　66種　　　　234点

鳥　類　　　81種　　　　759点

ハ虫類　　　8種　　　　　32点

計　　155種　　1,025点

入　園　料

〔個　人〕　〔団　体〕

大　　人　　　100円　　　　　90円

中小学生　　　　　50　　　　　　40

幼　　児　　　　　20　　　　　10

Ea‖IKIfy捌 (昭和4 5年度)

入　園　者　数　　　　　　512,632人
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入園料収入　　　　　34,655,330　円

遊戯施設使用料　　　　　27,473,830　円

売店施設使用料　　　　　　　674,100　円

水　辺　の　家　　　　昭和45年度　10団体(284人)

〝　46　〝　　　22団体(685人)

ウ　水前寺公園

清らかな水と日本式庭園の美しきで知られる水前寺成趣園札寛永9年(1 6 3 2年)藩主細川忠利が、

耶馬渓羅漢寺の僧玄宅のために寺院を建てた所で、後にこれを移し、藩公の遊林の茶屋を設けて成趣園

(約61,0-GOnf )と名づけられた。この庭園軋　東海道五十三次を形どったものといわれ、その仮山泉

石の妙もも桃山式庭園の代表的なものである。特に阿蘇の伏流と云われる清らかな湧水は.年中絶えるこ

となく、池の至る所から津き出て観光客、市民の憩の場所となっているo文豪夏目沸石もこの清冷な水

をたたえて「湧くからに　流るるからに　春の水」と詠んでいるO　なおこの清水にをも　天然記念物の水前

寺ノリが発生し、加工されて観光客の土産品として喜ばれている。

エ　北岡自然公園

終戦までtも細川家の別邸のあった所であり、細川家歴代の墓所地で、妙解寺と呼ばれていた。花岡山と

連なって、うっそうとした自然林にとり囲まれ,園内にほPックガ-デソをはじめノミラ園などがあり、一

般市民に開放されている。園の奥にある三代忠利及び四代光筒の墓側にをも殉死者の墓や森鴎外の小説で

有名な悲劇の阿部一族の墓が並び、数々の史実を物語っているO

オ　立田自然公園

立田山の麓にある立田自然公園トも　細川家の菩提寺泰勝寺跡である。ここにをも初代藤孝及びその夫人.

二代目忠興とガラシャの名で広く世に知られるその夫人をはじめ歴代藩主の墓がある。

世界的に賢夫人として知られるガラシャ夫人は明智光秀の娘で、キ1)スト教に帰依し貞節をもって一生

をつらぬいた。今なお、夫人の基を訪れる内外の客はその跡をたたない。

力　本妙寺

九州における日蓮宗の巨利として知られる加藤家の菩提寺本妙寺をも熊本城の北東的2キp、城をのぞ

む中尾山の中腹にある。この寺をも　当初清正が父清忠の菩提のため大阪に建立したものであるが、肥後入

国に際して城内に移し、後忠広の代に至り現在地に移されたものである。清正が日蓮宗に深く帰依してい

たことは.軍旗に「南無妙法蓮華経」の臓を用いていたことや、有名な高鳥帽子を自筆の法華経の写紙で

作ったことからもうかがい知ることができる。 7月2 4日の頓写会にtも　夜を徹して参拝の人波が続いて

いる。境内に軋清正の銅像や遺品を納めた宝物殿があり、また清正に殉死した大木土佐守や金官の墓が

・3BM

キ　仏舎利塔

花岡山(1 3 3m)頂上にみえる自重の/ミコダは.イソドのネ-ル首相から贈られた仏舎利を宝蔵する

仏舎利塔である。日蓮宗日本山妙法寺の藤井日達師の発廟により、 5カ年の歳月を賛して昭和2 9年完成、

内部には.太平洋戦争の戦没将士6万余の霊もあわせてまつられている。
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vmn　時　間

熊本市民の氏神として親しまれている藤崎宮は、菅平5年(西歴3 5年)の建立といわれ、応神天皇

(一の宮) 、住書大神(二の宮) 、神宮皇后(三の宮)を祭っているO毎年9月1 5日に行なわれる大祭

は、通称「ポシク祭」と呼ばれ.武者行列や獅子舞、それに若者たちの勇壮な鳥追いカ町に練D出す。社

殿には重要文化財の木造僧形八幡神や木造女神の座像等がある。

ケ　武　蔵　塚

剣陛として大衆に栽しまれている宮本武蔵は、細川忠利に招かれて晩年を肥後で送少、その生涯を千葉

城跡(現在のNHK)にとじたOその墓は、江戸参勤交代の威儀を拝したいという、武蔵生前の希望によD、

大津街道沿いに選ばれたというo

lO　農林水産業
(1)農　　業

市街地の外縁部に位置する本市農耕地域の臥畑、樹園地等の経営耕地は,凡そ6,4 0 0ヘクタールで市

域総面積の3 7パーセントを占めているo

立地条件から東部畑地帯、南部水田地帯、西部水田地帯および、金峰山東南麓の中山間地帯に大別され、

それぞれ地域の特産物が米プラスアルファーとして主産地化しつつある。即ち東部畑地帯は肉牛.肉臥酪

農等の畜産を中心に、西瓜　メロンの施設園芸が急速に伸びてお9、白菜、キャベツ等の露路やさいも盛ん

であるo南部水田地帯は水稲が圧倒的生産高を占めているが、菊、カーネーション、カラ-等碓井栽培は歴

史も古く、又施設園芸としてナス、トマト、キ-ウリが主産地化の傾向にある。

西部水EB地帯は水稲に加え裏作としてプV Vスメpこ/と、稲作転換作物として、れんこんを主体とした

大規模集団転作によ9、やさいの主産地を形成している。又有明海に面するの少養殖はここ数年来不作気味

であ9、米生産調整による秦魚池として、うなぎ養殖が芽ばえつつある。

中山間地帯は開拓パイロヮト事業によD樹園地が拡大され、みかん、雑かん、ぶどう、もも等の果樹が栽

培されているが、温州みかんが8 0パーセyトを占めている。これらの農産物による昭和4 5年度における

総生産額は約7,0 6 0,0 0 0千円に達しているが近事、都市の発達に伴レ1年間1 0 0 -ククール程度の農地

が潰廃しておD、経営耕地の零細化、兼業化の進行は著しいものがあるO

今後は新都市計画法の施行に伴う市街化区域、市街化調整区域の設定によって都市スブローールは一応解消

することにな9 -方、市街化調整区域については農業振興地域整備法に基づき農業振興地域を設定すること

としてhるO

昭和4 5年度よb始まった米の生産調整と、稲作転換対策が長期に亘って実施される農業情勢の中で、こ

れからの本市農業は湛水防除等の土地基盤整備事業や、農振法に基づく総合的、効率的,農業振興施策の推

進によD,協業.共販等の共同化と相まって、地帯別の主産地形成が筒拡大化するものと思われる。

ア　農家戸数と農家人口

一言
農 家 戸 数 農 業 人 口

専 業 農 家

戸 数

兼 業 農 家 戸 数

1 兼 2 兼 計

4 3 6,1 5 0 戸 3 3,4 7 6 人 1,9 6 8 戸 1,7 6 4 戸 2,4 1 8 戸 4 ,1 8 2 戸

4 4 6,1 4 8 3 2 ,4 9 5 1.7 7 2 1,8 5 5 2 ,5 2 1 4 ,3 7 6

4 5 7,1 8 4 3 7,0 8 1 1,7 6 2 2 ,5 3 0 2 ,8 9 2 5,4 2 2

イ　経営耕地面積

∴ ∴
総経営耕 地面積 水 田

畑

普 通 畑 樹 園 地 計

4 3 4 ,9 3 6 ha 3,2 4 7 h a 1,3 6 2 h a 3 2 7 ha 1,6 8 9 h a

4 4 4 ,8 8 1 3′2 4 3 1,3 4 0 2 9 8 1 ,6 3 8

4 5 6 ,4 1 6 3,6 5 6 2,4 2 4 3 3 6 2 ,7 6 0
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ウ　農地転用状況

宗
個 人 法 人 公 共 団 体 合 計

件 数 面 療 件 数 面 穣 件 数 面 積 件 数 面 積

4 3 2 ,3 8 0
m>

7 4 6,0 9 7 1 6 3
ihJ

1 4
府一
2,5 5 7

vサ
2 2 9 ,3 2 7 1 0 3 ,3 4 1 1,0 7 8,7 6 5

4 4 2 ,4 3 2 8 5 0 ,6 5 8 1 9 4 3 8 2 ,2 2 5 2 0 5 6,3 4 1 2,6 4 6 1,2 8 9 ,2 2 4

4 5 2 ,1 2 0 7 7 0 ,8 4 7 1 6 7 3 8 0 ,1 7 4 1 0 6 9 ,0 7 1 2,2 9 7 1,2 2 0 ,0 9 2

計 6 ,9 3 2 2 ,3 6 7 ,6 0 2 5 2 4 9 9 1,7 2 6 4 4 2 2 8,7 5 3 7,5 0 0 3,5 8 8 ,0 8 1

(琵)託麻地区については昭和45年1 1月1日エ9算入した。

エ　農業粗生産額

年 産

種 別 区 分

4 4 4 5

作 付 、頭 羽 数 生 産 額 作 付 、 頭 羽 数 生 産 額

* 3 ,3 1 8 h a 2 ,1 3 2 ,3 6 1千円 3 ,3 5 3 .8 h a 2 ,0 0 5 , 1 6 5m

陸 稲 1 7 1 〝 9 ,6 4 2 3 0 6 〝 3 8 ,4 9 9

麦 1 ,2 1 8 .5 〝 1 1 2 ,5 6 7 2 , 1 7 2 .6 〝 1 9 1 ,9 0 3

雑 こ く 〟2 7 4 .3 3 6 ,0 3 1 6 7 0 .3 〝 9 5 , 1 4 5

そ さ レ、 〟
1 ,0 6 4 .7 1 ,0 8 8 ,8 3 5 1 ,1 3 3 .5 〝 1 ,6 6 8 ,7 2 1

花 井 2 9 6 ,5 9 0 が 3 6 9 ,5 5 0 3 0 7 ,5 6 4 ' 4 3 1 ,4 4 1

果 樹 3 5 1 h a 2 8 9 ,9 7 5 3 6 6 h a 3 6 2 ,9 7 ' 0

原 料 作 物 9 7 7.5 〝 1 6 1 , 1 6 5 1 ,6 9 5 .8 〝 3 6 2 ,9 3 4

乳 牛 8 4 4 頭
1 2 5 ,9 1 5

2 ,6 7 3 頭
4 2 1 ,4 4 6

肉 牛 1 ,6 7 3 〝 3 2 9 ,8 4 0 3 ,5 8 4 〝 5 4 6 ,4 9 4

局 1 6 1 〝 2 3 ,1 5 0 1 4 8 〝 2 0 ,7 3 2

豚 7 ,5 0 0 〝 2 5 5 ,6 0 0 8 ,7 8 3 〝 6 6 0 ,7 3 6

m
卵 鶏 1 5 0 β0 0 羽

フb イラー′13 0 jO O O 〝
3 6 8 ,6 0 0

卵 塊 9 7 0 5 0 羽

フb イラ- 4 J0 0 0 〝
2 3 7 ,6 3 6

そ の 他 の 畜 産
- 2 3 ,5 0 0 - 2 4 ,3 4 3

合 計 5 ,3 2 6 ,7 3 1 7 ,0 6 8 ,1 6 5

( 4 5年は旧託麻村を含む)

賞　u^^e!

ア　林野面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　ha)

Li *

年 度

総面積 国有林

民 有 林

用材林 薪炭林 竹 林 特森林 要造林地 その他

3 3 1,9 6 4 5 3 9 1,4 2 5 2 0 3 9 1 8 2 6 1 1 2 6 1 6

3 8 1,9 7 3 5 3 9 1,4 3 4 1 8 0 9 1 1 2 9 6 2 4 4 1

4 3 1,6 9 8 4 8 6 1,2 1 2 1 3 1 8 3 8 2 0 2 - 2 1 2 0
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イ　民有林の樹種別面積と蓄積

+
用 材 林 薪 .炭 林 竹 林 特 殊 林 要造林地 そ の 他

面 横 音 面 積 草 積 面 積 蓄 積 面 積 蓄 積 面 .模 面 積

3 3
h n7J ha 榊. ha 刀少 ha 7Z, ha ha

2 0 3 8,10 5 9 1 8 2 5,8 1 1 2 6 1 2 6 8 5 7 5 1 1 9 2 6 1 6

3 8 1 8 0 1 2 5 0 0 9 1 1 4 2 ,1 8 3 2 9 6 4 0 6 3 16 2 - 4 4 1

4 3 1 3 1 11 5 1 6 8 3 8 4 4 ,1 7 0 2 0 2 2 0 1,7 9 7 - - 2 1 2 0

(3　水　産　業

ア　漁家戸数及び漁船数

∵ 戸 数 漁 船

総 戸 数 . 専 業 兼 業 動 力. 船 無 動 力船

4 3 8 0 2 6 0 7 4 2
2 2 8 隻 2 0 隻

4 4 8 1 0 6 0 7 5 0 3 5 0 -

4 5 8 1 3 6 0 7 5 3 3 7 5 -

イ　海苔生産状況

年 度 生 産 業 者 数 養 殖 冊 数 生 産 枚 数 生 産 金 額

4 3 5 9 6
3 3 ,2 1 1 枚 2 2 ,0 6 9 年枚

3 2 2 ,6 1 4

4 4 6 0 6 4 8 ,4 5 0 7 , 1 0 4 1 1 3 ,6 6 7

4 5 6 0 6 3 4 ,6 5 3 2 2 ,7 7 8 2 3 0 ,0 0 0

帥　主要事業

ア　農産関係

米生産調整(稲作転換対策)

国の施策に基づき昭和4 6年から昭和5 0年までの長期目標のもとに実施されるが、本市においては今

後需要の増大が期待される飼料作物、園芸作物等.稲以外の作物-の作付転換を積極的にすすめ、米の生

産調整を行うと同時に農業の近代化と所得の増大に勢やている。

昭和4 6年度における米生産調整実施計画の内容は次の通Dである.

米生産調整面横

(p　普通転作(ヤさい、飼料作物、豆乳その他　　　　340 ha

②　集団〝　(やさい.芝)

⑧　永年性植物(果樹、その他)

壇)休　耕

(訂　養漁池施設等

米生産調整実施計画数量

米生産調整農家戸数
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主産地育成事業

適地適作を基盤として、集団的主産地を育成し、農業経営の合理化と併せて共販体制の整備拡充を行い

農業所得の向上を図るため各部門ごとに次の事業を行っている。

①　野菜団地育成事業

(昏　果樹団地育成事業

@　花井団地育成事業

④　畑作改善産地育成事業

⑤　米麦作集団栽培育成事業

イ　畜産関係

優良種畜導入事業

本市畜産は、成長の一途を辿りつゝあるが、今後の畜産物需要の増大に備え、広く優良品種の増殖を行

い、市の畜産嘩興資金等によb乳牛においては北海道、静臥競穐軌ま、鹿児島、佐賀、種軌ま、神奈爪

大分からそれぞれ優良品種を導入し品質の向上に努めている。

肉畜導入及び家畜飼養基盤の整備事業

肉畜の生産団地を形成し、畜産の振興を図るため,市畜産振興資金及び系統資金等によ9、肉牛につい

ては、県内各市場及び大分、鹿児島から、内藤については.県内各市場よb導入し肉畜の増大に努める一

方畜産経営の省力化及び効率化を図るため、畜産施設の整備、拡充、附帯施設の設置等の指導によって飼

養基盤の整備を行い農家所得の増大に努めている。

ウ　水産関係

沖新漁港局部改良事業

市西部海岸地帯の沖新地区においては,のD押合、漁場の開発に伴い動力漁船の激増によって、従来

の既存漁港施設では狭隆となD 、漁船の出漁や、荷場.作業及び暴風雨時の避難等に支障を来していたが、

昭和4 5年に総工費4 0 0万円をもって漁港及び防披舞の造築か行なわれ、更に4 6年度において、総工費

1,1 0 0万円で防放題等の造築が行なわれる計画であるO　こうした事業の完了に伴い漁船の停泊、荷揚作業の

円滑化と暴風時に於ける漁船の安全が保たれ、漁船4 0 0隻、 4 4 0戸の漁家に直接受益を及曙㌻と共に

本市漁業の振興と漁家経済の安定に役立てるものである。

エ　農業後継者育成事業

親子協定農業の普及推進

農業経営に於ける地位の向上と、家族関係の近代化を促進し、後継者の農業に対する意欲を盛Dあげる

手段として、 3 8戸の農家を対象に親子教室を開講し教室を通じ経営、技術、その他協定農業に関する

研修を行い後継者の養成と確保に努めているO

先進地派遣研修

九州管内に於ける先進地を各作目部門どとに視察研修を行ない、後継者の経営、技術の習得と経営の近代

化に役立ててレ、る。

自主的クラブ活動の育成

農業に携わる青少年後継者クラブ員相互の情報交換と鯉を図9 、社会的、経済的地位の向上を目標に
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研修及びレク.)ェージョンを主として活動している自主的クラブに対し助長,育成を行ってV,るO

オ　耕地事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

金峰山南尭開拓パイロット事業

金峰山南麓果樹地帯の基盤登億として県営事業によD、地区総面積23 6-クク-ノL,.開既戸数244兵総

工費5 51,1 47千円をもって昭和4 0年に着工し昭和4 6年を目標年次として民有林を開拓,果樹園194.

1 8へクメールを造成しこれを連絡する地区間道路として8,1 4 9メートル(巾5メートノりの幹練道路と9313

メートル(巾4メートN)の支線道路及び34,70 0メートル(巾3メートN)の耕作道路を築造するとう鞄C、開畑

による雨水排舞として4,9 44メートルの排水路の築造や.かんがい飲料施設として7,5 9 8メートル　の配

管魔設の設置などが行われているO従ってこの事業の完了に伴い果樹植栽面棟1 2 3.0-ククー^ 1 0 0,

3 5 5千円の所得の増大が見込まれる。

事業費の負担区分　　　国6 5多　　県1 7.5多　　地元1 7.5虜

(市費は幹線支線、道路及び用地買収補償費のみ)

熊本平野南部地区湛水防除事業

本市南部水田地帯は、主要排水河川である天明新川、無田川、加勢川の排水能力の低下と都市化による

集水量の増加によって、毎年降雨期には、異常な湛水にみまわれ、農作物に於ける莫大夜被害をもたらし

ていたが、県の事業主体によD受益面横1,9 7 5.3-ククール総工費7 3 6,0 0 0千円をもっ七昭和4 3年度

よb着工され昭和4 8年度を目標年次として主要河川である加勢川に大型排水機5基の設置と共に.河川

の改修、附帯施設等の工事が進められている。

従ってこの事業の完了によって湛水時間の縮少と共に労力の節液と、水田裏作及び転作が可能となるな

ど多大の農産生産が見込まれるo

事業費負担区分　　　国　60摩　　県　25.5車　　市14.5摩

熊本平野西部湛水防除事業

市西部有明海沿岸は白川、縁川の土砂によD、海岸が昇起し、姥防内の排水が不良とな9雨期にあって

揺.中島地区及び飽託郡飽EEl村、天明町の広範にわたD湛水の被害をこうむっていたが,県の事業主体に

ょ9流域面積1,5 8 2-ククーノレ受益面積50 9.1 0-ククール総事業費4 5 3,0 0 0千円をもって昭和4 6

年度よ9 4カ年計画のもとに河川の改修、竣津、排水機の設置等の工事が進められるO

昭和46年度各工区負担額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

区 分 全 体
中 島 工 区 飽 田 工 区 海 路 ロ工 区

( 熊 本 市 ) ( 飽 田 村 ) ( 天 明 町 )

1 f f 6 0,0 0 0 1 3 ,7 0 9 2 7,4 4 3 1 8 ,8 4 6

事 務 費 2,4 5 6 O S 1 1、1 2 3 7 7 2

事 業 費 6 2,4 5 6 1 4,2 7 0 2 8,5 6 6 1 9 ,6 2 0

財

源

内

釈

国 3 7,2 2 8

県 1 5,9 1 4

地 元 9,3 1 4 2,1 2 8 4,2 6 0 2 ,9 2 6

事業費の負担区分　　　国　60多　　県　25.5車　　市14.5車

力　用水路下水化対策事業

都市(,D進展と共に用水路の汚水化は年々著しく、農作物公害の一因となる反面、瑳境衛生面からも早急

夜対策が望,まれていたが、本市においては昭和4 2年用水路下水化対策事業を計画、昭和4 5年度~までに

主要水系である渡鹿堰系水路4,9 0 0メートル石塘堰系水路1,700メートルを総事業費5 5,1 2 4千円で
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疲樵及び改良を完了したが.今後更に長期計画のもとに水路の濠津及び改良等の事業が実摘まれる計画で

ある。

昭和4 6年度以降に於ける実施計画は次の通Dである。

年 次 事 業 内 容 予 定 額

4 6 6 , 0 0 0 s 樋 門 1 4 カ所
千円

3 0 , 0 0 0

4 7 1 0 , 9 0 0 m 2 5 , 2 0 0

4 8 4 , 5 0 0 忽 樋 門 8 カ所 2 5 , 0 0 0

4 9 4 , 4 0 0 s 4 4 , 0 0 0

5 0 5 , 3 0 0 5 3 , 0 0 0

5 1 2 , 7 0 0 4 0 , 5 0 0

5 2 2 , 8 5 0 3 9 , 8 5 0

5 3 2 , 7 0 0 4 0 , 5 0 0

5 4 4 , 5 0 0 3 7 , 0 0 0

5 5 2 , 9 0 0 5 2 , 2 0 0

5 6 2 , 9 0 0 5 2 , 2 0 0

5 7 2 , 7 0 0 4 8 , 6 0 0

5 8 2 , 5 0 0 3 7 , 5 0 0

5 9 2 , 5 0 0 3 0 , 0 0 0

6 0 2 , 4 0 0 3 1 , 2 0 0

1 5 計 6 4 1 , 8 7 4

干　農業振興地域整備事業

農業振興地域整備法(昭和4 4年7月)に基づき産業振興地域の指定を受け.農業振興地域内に農用地

区域を設定し、土地の利用区分を行なうと共に今後おおむね1 0年を目標として、 ①生産基盤の整備開発、

②農地保有の合理化、 ⑧農業近代化施設の整備など各種を総合的計画的に推進するよう整備計画を策定し

この事業の実施に上って、 ①優良農用地の確保と保全、 ②生産基盤の確立. ③経営規模の拡大、 ④施設機

械の近代化など生産から流通に至る一連の合理化を達成し、大規模、高生産性D営農類型の確立、協業化の

促進などの事業効果をもたらし、本市農業の改善と農琴所得の増大をもたらそう'とするものである。

ク　市営造林事業

国士緑化思想の昂場と、白川水系の治山　治水にその役割を果すと共に歴史的主要事件を将来に記念す

る意義を有し、併せて市有財産の造成を図ろうとするものである。

本事業は昭和2 8年度を起点として昭和4 3年度までにすでに1 4 4.7 3-ククールの分収林を造成し

ているが、今後更に4 6年度までに1 1 0-ククールの市営造林地を拡張する計画である。
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鰯　農業共済事業

農業者が不慮の事故によって受けた損失を補てんし農業経営の安定を図るため本市に於いては.農作物、

義貞臥畜産の三部門に亘る共済事業が行われている。簡農業共済事業は昭和4 5年1 1月託麻付の合併と共

に農業共済組合から市への移譲が行われた。

ア　共済事業の対象と規模

種 別

¥

対
象

負

農 作 物 共 済 香 南 共 済 家 畜 共 済

衣

ffi

陸

ffi

麦

サ 夏 成 育 肉 -

衣 秦 釈
義

乳 成
礼
用 般

数 繭 繭 午 午 午 局

前年度引受実績 6,O of 3 182 4ケ 93 5 9 10 4,82♂ 20 0箱 J'.サ7
13 0暦 60頭 2,13㌔ 10 6 男

年度引受計画 5,94 3 25 4,70 0 7∫)50 10 4β20 2 0 0 2 9 7 15 0 0 1 0 0 3β0 0 4 0

イ　46年度共済事業実施計画

項 目

檀

刺

引 受

予 定 数

共 済

& S i

保 険

金 額

共 済 掛 金

保 険料

手持共

済掛金

備 考

総 夜 国庫負麹 農家負也

負

作

物

水 稲
a 2 5 4 ,7 0 0 千

8 8 3β1 6
千円

8 7 2 0 6 1
千円

2 1 4
千円
4 0 3

千円
72 5 1

千円
0

千円前年最 多

kg 8β3 8 ,1 5 8 8 5 1 ,1 7 2 5 1 8 0

陸 稲
a 7β5 0

55 0 6 5β4 7 2 ,1 8 1 1,7 7 8 4 0 3 0 4 0 3
〟 .7 g

kg 4 5β8 1

麦
a 10 4β2 ()

6 7 ,1 4 6 6 4,1 9 7 1 6β4 5 12 0 9 8 4 2 4 6 1 3 4 5 2 3 0 1
〝 1 0㌔

kg 1β7 8 ,S 5 7

計
3 6 8 5 70

9 5 6 ,4 6 8 9 4 13 0 5 4 0,4 8 0 2 7,9 7 9 1 1β0 0 1β4 5 1 0 ,55 5 -10 5 62万9 6

秦

商

s
2 0 0箱

2 2 0 0 1β8 0 1 10 5 5 5 5 4 4 l l
〝 10 ㌔

夏
秩

義

m

夏場 期 1 4 3 1 4 3 0 12 8 7 1 3 3 6 7 6 6 5 2 1 3
〝 1 0♂

晩秋義明 1 5 4 15 4 0 13 8 6 1 4 3 7 2 7 1 5 7 14
〝 1 0♂

計 4 9 7 5,1 7 0 4,6 5 3 3 8 6 1 9 4 1 9 1 1 5 3 3 8 -

成 乳 牛
1 5 0 0頭

4 0 5 0 0 4 0 5 0 0 7β5 5 3β2 7 3β2 7 3β2 7 0
115

衣

育

育 成 牛 1 0 0 2 ,7 0 0 2,7 0 0 5 1 0 2 5 5 2 5 5 2 5 5 0 サ 1 5 2

肉 用 牛 3月0 0 9 9 )3 0 0 9 91)0 0 5,6 4 3 2 2 5 7 3β8 6 3β8 6 0
" 15才

一 般 馬 4 0 2β0 0 2D O 0 2 3 2 7 7 1 5 5 1 5 5 0
" 4 ㌢

計 4 3 4 0 1 4 4 2 0 0 1 4 42 0 0 14,0 4 0 6,4 1 6 7 16 2 3 7β2 3 0 -

合 計 ,1.058 38 1,090 1 5 8 5 4β0 6 34 5 8 9 19 ,7 1 4 9 ,1 2 1 10 5 9 3
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(6　農業協同組合

名 称 所 在 地 組合負数
役 員

職 員 数 出 資 金
理 事 監 事

熊本 市農 業 協 同組 合 南隣本 7 - 2 6 5,6 5 8 3 7 人 8 人 3 5 4人 1 2,串8 曹H

秋 津 町農 業 協 同組 合 秋津町 満山津 1 5 2 5 4 2 3 l l a 1 8 2,0 0 8

供 合 農 業 協 同 組 合 T m m r 4 1 1 1 0 3 2 2 2,4 6 3

′JsJLj戸島農業協同組合 戸島町 5 6 - 3 4 4 7 9 .4 1 5 . 1,7 0 0

信 用
講 買 販 売 共 済 (保 有 ) 備 考

貯 金 貸 付 金

万円 万円 万円 蝣>->n 万円 ( S 4 6 ,3 現在 )

〟

〟

〟

4 0 4 ,9 6 3 1 8 3 ,0 6 3 1 9 1 ,0 4 7 2 0 4 , 8 0 0 6 8 0 ,5 2 9

4 2 ,4 0 0 2 3 ,3 0 0 l l ,0 0 0 1 8 ,3 0 0 6 8 ,5 0 0

2 6 ,0 0 0 3 4 ,4 0 0 2 1 ,0 0 0 3 2 ,5 0 0 6 2 ,7 8 5

2 8 ,6 3 1 2 3 ,1 7 3 2 1 ,6 3 9 3 5 ,6 7 2 3 7 ,1 4 0

ll.　食肉セ　ン　ター

昭和1 2年飽託郡春竹村及び同黒髪村にあった私設と畜場を買収し,春竹町占堂の現在地に新設,同1 3年

業務を開始した。

昭和2 0年8月戦災によr)焼失したため、応急的な/ミラック建築によると畜場が設置された。

昭和3 9年度オートメーション、システムによる近代化を計画し、 2カ年の癖続事業で、隣接地を買収、現

在地と合わせ10,420助用地に2億1千万円の工費をもって食肉センターを建設、同40年4月業務を開始したO

その後,と畜頭数の急増に対処するため、同4 2年廃水浄化槽及び冷蔵庫を増設(約4,9 7 0万円)し、東

に食肉検査の徹底を図るため同4 4年と畜検査所が開設された。

(1)施　　設

所在地　熊本市南熊本2丁目3番1号

施 設 の 名 称 構 造 面 積 能 力 備 考

食 肉 セ / ク ー事 務 所 木 造 瓦 茸 コ 瞥建 2 7 2

枝 肉 敢 引 所 鉄 筋 コンク1) 一 ㌧ 一部 屋 根 鉄 骨 5 1 0 ～般 持 帰 り分懸 肉室 2 0 0 irf

市場 敢 引室 3 1 0 irf

冷 蔵 庫 〟 4 3 2 豚 換 算

1,2 0 0 本

昭 3 9 . 1 2 . 1 9 2 rf 設 置

昭 4 2 . l l . 2 4 0 m 2増 設

と 畜 場 ′′ 9 3 4
解 体 窒 5 8 2 rf 処 理 場 1 4 4 irf

内蔵 処 理 室 2 0 8 rf

生 体 検 査 所 ′′ 8 4

け い 留 所 鉄筋 ス L/ I ト音 2 6 1
小 動 物 収 容 所 1 5 3 m !

大 動物 抑 留 所 1 0 8 rf

病 畜 隔 離 所 鉄 筋 コンク .) - ト 1 0 0 病 畜 と 室 1 0 0 m 1

骨 置 場 当 日処 理 のた め特 別 の 設 備 な し

浄 化 槽 2 5 9 5 0 0 t 昭 4 0 .3 . 2 5 0 t 設 置

昭 4 2 .6 . 2 5 0 t 増 設

焼 却 炉 鉄筋 ス L/ - ト音 1 3 2 5 3 a
1 .封 宏 霊 夢 ヲ童

ポ ン プ 室 .l ブ ロ ック茸 2 6

出 荷 者 軽 量 木造 亜鉛引鉄 板茸 4 8 .6

公 衆 便 所 l 〟 1 3

と 畜 検 査 所 鉄 筋 コンク リー ト.∃堵建 2 4 2

-125-



Ca　と殺頭数

区 分 年 度
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

午 2 ,9 0 1 2 ,3 0 2 2 ,7 2 I 4 ,4 7 1 5 ,5 9 0

局 2 ,7 0 9 3 ,3 3 7 4 ,1 0 5 4 ,3 1 9 5 ,1 9 4

豚 1 1 0 ,1 8 1 1 1 1 ,4 6 4 1 1 8 ,7 8 9 1 3 4 ,8 2 4 2 0 7 ,2 4 7

午
( 6 0 k?以∴下) 6 5 4 9 7 1 7 7 5 2 ,2 8 5 7 3 1

幼 駒 1 8 7 3 6 7 2 7 0 1 1 3 4 7

緬

山

辛

2 O k?以 上 1,5 7 1 7 9 2 4 7 9 3 6 9 4 7 0

2 O k?以 下 1, 1 5 3 5 8 4 6 0 8 5 5 0 7 9 6

計 1 1 9 ,3 5 6 1 1 9 ,8 1 7 1 2 7 ,7 4 7 1 4 6 ,9 3 1 2 2 0 ,0 7 5

0回(M2回弛蝣K^^M^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^S-!閤碧E

区 分

使用料
? im

午 属 豚
午

(6 0 kサJW 下)
幼 駒

緬 山 羊 .

2 0 k?以上 2 0 輸以下

と畜場使用料 5 0 0 5 0 0 3 5 0 1 5 0 3 0 0 1 0 0 3 0

解 体 料 5 0 0 1,0 0 0 1 5 0 3 0 0 5 0 0 1 5 0 1 5 0

.検 査 手 数 料 2 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 2 0 0 5 0 2 0

格 付 手 数 料 3 0 - 1 0 - - - -

冷蔵庫使用料 6 0 6 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0

市場使用料　　売上金額の1,0 0 0分の2
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